
延喜式内名神大社　生島足島神社便り第59号 （1） 令和5年4月

第59号

ごあいさつ／氏子総代・役員 …………………………………………………………………２

氏子総代長就任の挨拶／氏子定期総会…………………………………………………………３

令和５年度事業内容 ……………………………………………………………………………４

神社年間恒例祭予定 ……………………………………………………………………………５

国旗（日の丸）・祝日について …………………………………………………………………６

11月～2月までの行事と風景 ……………………………………………………………………７

退任のごあいさつ／卜事／お知らせ ……………………………………………………………８

携帯電話、スマホにて簡単に
ホームページにアクセスできます。

QRコード
「参拝の作法と参拝順序」
まいぷれ上田・東御にアクセスできます。

QRコード

第 59号

令和5年4月  生島足島神社  上田市下之郷中池西701  TEL0268（38）2755  FAX0268（39）1515
公式ホームページURL　https://www.ikushimatarushima.com/

延喜式内名神大社延喜式内名神大社



役
員
と
分
担
表

役
員
と
分
担
表

令
和
五
年
度

　

 

氏
子
総
代
・
役
員

令
和
五
年
度

　

 

氏
子
総
代
・
役
員

ご
あ
い
さ
つ

　
令
和
五
年
癸
卯（
み
ず
の
と
う
）の
歳
が
開

け
、此
春
の
時
季
、三
月
一
日
を
以
て
当
神
社

は
新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。

　
本
年
は
皇
紀
で
謂
え
ば
二
千
六
百
八
十
三

年
。謹
ん
で
聖
寿
の
万
歳
と
皇
室
の
弥
栄
を

言
祝
ぎ
※
１
、日
本
国
・
地
域
の
隆
昌
と
国

民
・
氏
子
崇
敬
者
の
方
々
の
平
安
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　
去
る
三
月
十
四
日
、東
京
九
段
の
靖
國
神

社
で
は
桜
の
開
花
が
観
測
史
上
一
位
対
と
い

う
最
も
早
い
開
花
と
な
り
ま
し
た
。各
地
で

四
年
ぶ
り
に
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
お
花
見
が

楽
し
め
る
と
い
う
こ
と
で
、多
く
の
方
々
が

期
待
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
氏
子
崇
敬
者
の
方
々
に
お
か
れ
て
は
、御

健
勝
に
て
お
忙
し
い
日
々
を
お
過
ご
し
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。平
素
は
、神
社
の
神
徳
宣
揚

に
格
別
な
御
理
解
の
も
と
種
々
御
協
力
を
戴

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、本
年
の「
癸
」は
十
干
で
は
十
番
目

の
一
番
最
後
に
な
り
、雨
や
露
な
ど
大
地
を

潤
す
恵
み
の
水
を
表
し
、生
命
が
一
巡
し
次

の
新
し
い
巡
り
へ
と
移
り
ゆ
く
年
と
さ
れ
ま

す
。ま
た「
卯
」は
穏
や
か
な
ウ
サ
ギ
の
様
子

か
ら
安
全
・
温
和
・
従
順
や
飛
び
出
す
・
跳
ね

る
と
の
意
味
が
あ
り
、「
癸
卯
」は
何
か
を
始

め
る
の
に
縁
起
が
良
く
、勢
い
よ
く
飛
躍
す

る
、経
済
も
回
復
、物
事
が
好
転
し
て
い
く
好

い
年
と
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
か
ら
一
日
で
も
速
く

元
の
穏
や
か
な
生
活
に
戻
る
事
が
出
来
る
よ

う
私
共
神
職
も
、疫
病
退
散
を
願
い
毎
朝「
祈

願
祭
」を
執
り
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
三
月
は
総
代
改
選
期
と
な
り
、神
社

総
代
十
一
名（
他
二
名
が
再
任
）が
神
社
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
多
大
な
る
功
績
を
残
さ
れ
御

退
任
に
な
ら
れ
ま
し
た
。多
年
の
御
奉
仕
に

対
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
、心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。ど
う
か
健
康
に
御
留
意
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
も
神
社
の
為
に
、御
指
導
御
鞭
撻

を
戴
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
三
月
五
日
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
、氏
子

総
代
長
工
藤
勇
殿
の
就
任
を
は
じ
め
新
役
員

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。役
員
・
総
代
・
職
員
共

に
一
致
協
力
し
、一
歩
一
歩
地
道
に
歩
み
を

進
め
、御
神
恩
と
先
人
達
の
御
遺
徳
に
感
謝

を
い
た
し
、神
徳
宣
揚
に
努
め
て
い
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
氏
子
崇
敬
者
の
方
々
に
は
、大
神
様
御
祭

神
の
御
加
護
を
賜
り
、本
年
が
幸
多
き
佳
き

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
、新
年
度
始
め
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

※
１「
賀
表
奉
呈
」永
年
に
亘
り
皇
室
と
深
い

御
由
緒
を
も
つ
旧
官
國
幣
社
が
、新
年
に
あ

た
り
皇
室
の
弥
栄
を
祈
念
い
た
し
、賀
表
を

奉
呈
す
る
習
わ
し
。

　
長
野
県
内
は
次
の
五
社
が
元
旦
、宮
内
庁

へ
御
奉
送
申
し
上
げ
て
い
ま
す
。

諏
訪
大
社（
官
幣
大
社
）、生
島
足
島
神
社（
國

幣
中
社
）、戸
隠
神
社（
國
幣
小
社
）、穂
高
神

社（
國
幣
小
社
）、長
野
縣
護
國
神
社（
内
務
大

臣
指
定
社
）

生
島
足
島
神
社
は
、御
祭
神 

生
島
大
神 

足
島

大
神
が
宮
中
三
殿（
賢
所
・
皇
霊
殿
・
神
殿
）の

壱
殿
神
殿
内
に
お
祀
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

池
内
宣
裕

宮
司
代
務
者

　
令
和
五
年
三
月
五
日
御
本
社
に
於
い
て
、

池
内
宣
裕
宮
司
代
務
者
よ
り
再
任
さ
れ
た

総
代
二
名
と
新
総
代
十
一
名
に「
新
任
総
代

委
嘱
書
」が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
引
続
き
、令
和
五
年
度「
第
一
回
氏
子
総

代
会
」が
開
催
さ
れ
、任
期
満
了
に
伴
う
責

任
役
員
四
名
の
選
出
選
挙
が
厳
正
に
行
わ

れ
、氏
子
総
代
長
に
工
藤
勇
氏（
九
班
）、総

務
部
長
に
島
田
信
夫
氏（
十
班
）、経
理
部
長

に
堀
内
光
信
氏（
九
班
） 

、管
理
部
長
に
横

関
正
幸
氏（
九
班
）が
満
場
一
致
で
選
出
さ

れ
ま
し
た
。神
社
・
氏
子
の
皆
さ
ん
の
ご
指

導
の
下
、円
滑
に
業
務
が
遂
行
で
き
ま
す
よ

う
、新
任
総
代
共
々
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、令
和
五
年
三
月
か
ら
の
担
当
は
、

左
記「
役
員
と
分
担
表
」の
通
り
配
置
し
、生

島
足
島
神
社
運
営
に
尽
力
い
た
し
ま
す
の

で
氏
子
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご

協
力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　9班  工藤 勇
　総代長（新任）

　6班  辰野 公明
　祭典部（新任）

　10班  島田 信夫
　総務部長

　9班  横関 正幸
　管理部長

延喜式内名神大社　生島足島神社便り令和5年4月 第59号 （2）



氏
子
総
代
長
就
任
の
挨
拶

氏
子
定
期
総
会

　
三
月
二
十
一
日（
火
）斎
館
会
議
室
に
お

い
て
午
後
四
時
よ
り
「
氏
子
定
期
総
会
」
が

厳
粛
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
池
内
宮
司
代
務

者
の
挨
拶
に
続
き
、
氏
子
総
代
長
工
藤
勇
氏

よ
り
、
新
任
の
挨
拶
と
、
前
総
代
長
松
澤
繁

樹
氏
よ
り
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
の
神
社
境

内
環
境
整
備
や
参
拝
状
況
並
び
に
、
昨
年
度

斎
行
さ
れ
た
御
柱
大
祭
の
御
礼
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
た
。
続
い
て
、
来
賓
の
上
田
市
議
会

村
越
議
員
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
自
治
会

長
関
茂
氏
を
議
長
に
選
出
し
て
、
左
記
の
議

事
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
、
令
和
四
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て

　
二
、
令
和
五
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　
三
、
令
和
五
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

　
四
、
境
内
清
掃
出
役
に
つ
い
て

　
　
十
一
月
二
十
六
日 (

日
）
午
前
六
時
半

　
以
上
議
事
す

べ
て
決
議
さ
れ

ま
し
た
。

質
疑
応
答
の

後
、
本
年
度
責

任
役
員
が
紹
介

さ
れ
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
早
春
の
候
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
神
社
の
御
神
徳
高
揚
の
為
に
日

頃
よ
り
温
か
い
御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
心

よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
先
の
総
代
選
挙
に
お
き
ま

し
て
氏
子
総
代
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
九
班
の

工
藤
勇
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
当
神
社
は
、
長
野
県
で
は
最
も
古

い
由
緒
の
あ
る
神
社
の
一
つ
で
あ
り
諏
訪
大
社

に
次
ぐ
格
式
を
持
つ
信
濃
の
二
宮
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
誇
り
と
責
任
を
持
ち
総
代
・
神
職
・

職
員
一
丸
と
な
り
生
島
足
島
神
社
の
発
展
・

安
泰
の
た
め
、
そ
し
て
数
々
の
方
々
が
何
度
も

訪
問
し
て
頂
け

る
神
社
と
な
る

よ
う
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く

所
存
で
す 

。
氏

子
崇
敬
者
の
皆

様
方
の
一
層
の

御
支
援
、
御
協

力
を
賜
わ
り
ま

す
よ
う
切
に
御

願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
こ
こ
数
年
続
い
て
ま
い
り
ま
し
た
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
も
よ
う
や
く
沈
静
化
の
傾
向
と
な

り
、
本
年
三
月
に
は
感
染
防
止
の
マ
ス
ク
着
用

も
任
意
に
、
更
に
五
月
に
は
感
染
分
類
も
五

類
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
徐
々
に
で
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
当
神
社
へ

の
参
拝
等
も
回
復
基
調
と
な
る
よ
う
希
望
す

る
と
こ
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
昨
今
の
諸
物
価

高
騰
傾
向
や
少
子
化
に
よ
る
参
拝
者
減
少
の

状
況
も
あ
り
、
神
社
の
運
営
も
楽
観
視
で
き

な
い
と
予
見
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
参
道
鳥
居
の
老
朽
化

に
よ
る
改
修
や
御
本
社（
上
宮
）裏
の
一
部
基

礎
の
沈
下
部
へ
の
対
応
、
更
に
は
宮
池
西
側

排
水
路
改
修
等
の
課
題
へ
の
取
り
組
み
も
必

須
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
備
え
た
費
用
の
積
み
立

て
の
必
要
性
も
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
に
対
処
す
る
に

は
、
総
代
・
神
職
お
よ
び
職
員
が
更
に
一
丸

と
な
っ
て
精
力
的
に
課
題
に
取
り
組
む
事
が
下

命
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
終
り
に
、
生
島
足
島
神
社
が
素
晴
ら
し
い

神
社
と
な
る
よ
う
一
層
の
御
高
配
・
御
協
力

を
切
に
お
願
い
し
、
併
せ
て
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

工
藤

　勇

氏
子
総
代
長

　1班  與川 富樹
　経理部（新任）

　4班   永井 栄一
　管理部（新任）

　10班  横山 正直
祭典部長

6班  松澤 和浩
　経理部（新任）

　10班  高梨 勝緒
　広報部長

　8班   大田 治幸
　管理部（新任）

　10班  小宮山 幸男
　祭典部

　8班  山田 健二
　祭典部

　7班  星野 忍
　広報部（新任）

　4班  南波 健一
　広報部

　1班  村山 生夫
　総務部

　5班  藤田 康一
　管理部

　9班  堀内 光信
　経理部長（新任）

　5班   南波 晋
　総務部（新任）

　3班   伊藤 克彦
　管理部（新任）

　2班   柳澤 誘治
　管理部（新任）
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令和五年度 事業内容
一
、
神
職
・
職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

・
朝
、授
与
所
へ
出
向
き
当
日
の
状
況
把
握

（
休
み
と
助
勤
）と
挨
拶
の
励
行

・
氏
子
総
代
・
神
職
・
職
員
に
よ
る
倫
理
運

営
委
員
会
で
の
課
題
整
理
の
推
進

二
、境
内
の
景
観
・
環
境（
鳥
居
な
ど
）整
備
に

つ
い
て

・
管
理
部
と
経
理
部
の
タ
イ
ア
ッ
プ
　
　
　
　

管
理
部
＝
状
況
確
認
と
見
積
り
の
適
否
の

確
認
　
経
理
部
＝
費
用
捻
出

・
境
内
、除
草
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　

管
理
部
＝
状
況
確
認
　
　
　
　
　
　
　
　

経
理
部
＝
燃
料
の
調
達

三
、水
土
里
ま
も
り
隊
で
対
応
に
つ
い
て

・
総
務
部
・
経
理
部
＝
神
池
の
浄
化
作
用
で

作
っ
た
組
枠
が
朽
果
て
改
修
の
適
用
調
整

・
取
水
口
と
排
水
口
の
ネ
ッ
ト
の
改
修
適
用
の

調
整

・
九
班
集
会
所
前
の
水
路
ヒ
ュ
ー
ム
管
を
Ｕ
字

溝
入
れ
替
え
に
つ
い
て「
新
池
耕
地
整
理
組

合
」と
の
調
整

四
、各
社
の
鳥
居
等
し
め
縄
・
設
備
に
つ
い
て

・
祭
典
部
＝
し
め
縄
製
造
に
向
け
た
タ
ス
ク

チ
ー
ム
構
築
と
逐
次
取
替
の
実
施

・
管
理
部
＝
状
況
確
認
や
援
助

五
、繁
忙
期
、得
に
ダ
ル
マ
販
売
対
応
に
つ
い
て

・
年
末
年
始
の
人
材
確
保
に
つ
い
て
管
理
部（
人

材
確
保
）＝
総
務
部（
集
約
）＝
経
理
部（
食

事
の
調
達
）

・
ダ
ル
マ
販
売
対
応
職
員
の
調
整
広
報
部
）＝

管
理
部
＝
総
務
部
の
タ
イ
ア
ッ
プ

六
、年
間
祭
事
へ
の
的
確
な
対
応

一
、
会
計
業
務
　

・
現
金
支
払
い
の
現
金
出
納
帳
を
記
帳
し
、

手
持
ち
の
現
金
を
管
理
す
る

・
日
々
の
収
支
を
日
計
簿
に
記
帳
し
て
月
計

表
等
を
作
成
し
毎
月
役
員
会
に
て
監
査
を

受
け
る

・
関
係
書
類
を
準
備
し
、年
二
回
の
会
計
監

査
を
受
け
る

・
一
般
会
計
収
支
決
算
書
、予
算
書
を
作
成

し
定
期
総
会
に
て
提
案
す
る

・
総
代
手
当
の
支
給
、職
員
俸
給
の
振
り
込

み
を
行
う

・
週
初
め
、週
末
に
金
融
機
関
へ
行
き
初
穂

料
・
賽
銭
等
入
金
し
、そ
の
他
各
種
振
込
み

を
行
う

二
、備
品（
飲
食
物
を
含
む
）の
手
配

・
祭
典
及
び
会
合
後
に
直
会
の
有
る
場
合

は
、飲
物
・
皿
盛
り
等
の
手
配
を
行
う

・
総
代
出
役
な
ど
の
際
は
、飲
物
・
弁
当
の
手

配
を
行
う

・
事
務
備
品
、作
業
備
品
の
手
配
を
行
う

三
、長
野
県
神
社
庁
、新
庁
舎
氏
子
会
館
建
設

負
担
金
に
つ
い
て

・
新
庁
舎
設
立
負
担
金
に
備
え
る

一
、
年
間
祭
事
予
定
に
沿
っ
た
準
備
と
警
護
等

の
的
確
な
対
応

二
、神
前
結
婚
式
の
準
備
及
び
、子
供
達
に
よ

る
浦
安
の
舞
の
練
習（
七
月
・
十
一
月
）時
の

サ
ポ
ー
ト

三
、年
末
年
始
の
準
備
、注
連
縄
作
り
等
の
作

事
の
実
施

四
、名
入
れ
だ
る
ま
、及
び
福
だ
る
ま
の
目
入
れ

と
清
祓
い
へ
の
対
応

五
、節
分
追
儺
祭
の
福
升
作
り（
焼
印
押
し
）等

の
事
前
準
備

六
、斎
事
に
使
用
す
る
山
榊（
そ
よ
ご
）、空
木

（
ウ
ツ
ギ
）、ヨ
シ
等
の
採
取
、ま
た
採
取
場

所
の
環
境
変
化
に
対
応
し
、保
全
対
策
の

検
討

七
、結
界
作
り
用
の
青
竹
の
確
保（
地
主
、持
ち

主
と
の
事
前
承
諾
の
受
領
）

八
、各
部
と
協
力
し
た
作
業
・
準
備
の
ス
ム
ー
ズ

な
進
捗

九
、神
事
に
関
す
る
段
取
り
等
を
神
職
と
事
前

実
施

十
、年
二
〜
三
回
、注
連
縄
、紙
垂
を
取
り
替
え

実
施

十
一
、新
部
員
へ
の
担
当
業
務
を
周
知
徹
底

十
二
、御
歳
代
田
作
り
・
種
蒔
、植
苗
・
稲
刈
等

の
各
神
事
の
主
幹
実
施

十
三
、お
焚
き
上
げ
作
業（
焼
却
）の
実
施

一
、
境
内
清
掃

・
宮
池
、水
口
、配
水
溝
の
定
期
的
管
理
清
掃

の
実
施

・
第
二
駐
車
場
の
清
掃
、境
内
、枯
れ
木
、支

障
木
の
除
去
作
業（
一
部
外
注
あ
り
）

・
草
刈
業
務
、境
内
、参
道
、御
旅
所
、山
宮
、

各
所 

年
二
回
〜
三
回

・
境
内
建
造
物
、屋
根
の
落
ち
葉
等
の
除
去

作
業

・
氏
子
参
加
に
よ
る
境
内
落
ち
葉
清
掃
作
業

五
年
十
一
月
二
十
六
日 

六
時
三
十
分
よ
り

二
、境
内
整
備

・
池
西
側
フ
ェ
ン
ス
通
り
へ
の
牡
丹
の
補
植
に

よ
る
環
境
整
備
の
実
施

・
子
安
社
回
り
へ
の
、草
花
移
植
に
よ
る
環
境

整
備
の
実
施

・
生
島
公
園
の
榊
、八
重
桜
･
垂
れ
柳
、そ
の

他
へ
の
施
肥
及
び
剪
定
等
の
実
施

・
山
宮
･
植
林
地
･
須
川
、社
有
地
の
整
備

の
実
施

・
宮
池
の
水
質
浄
化
に
伴
う
水
利
管
理
と
新

池
耕
地
整
理
組
合
委
員
と
の
調
整

・
本
殿
南
側
の
お
か
め
笹
の
一
部
刈
取
り
の

実
施

三
、各
部
と
の
連
絡
業
務

・
祭
事
準
備
等
関
係
各
部
署
へ
の
協
力
と
支

一
、
境
内
等
作
業

・
季
節
ご
と
の
神
社
大
型
看
板
差
替
え
る

・
道
路
設
置
看
板（
五
カ
所
）看
板
の
安
全
対

策
と
点
検
を
実
施
す
る

・
他
部
署
と
合
同
で
環
境
整
備
対
応
作
業

を
実
施
す
る

二
、神
社
内
で
の
記
録
写
真
の
撮
影
と
編
集
保

存
整
理

・
神
社
の
祭
事
・
行
事
、及
び
環
境
整
備
等

記
録
写
真
を
整
理
し
て
保
管
す
る

三
、神
社
便
り
の
発
行

・
年
間
、二
回（
四
〜
五
月
、十
一
〜
十
二
月
）

発
行
す
る

・
過
去
分
の
バッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る

四
、神
社
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト
時
の
許
可
書
の
手
配

・
祇
園
祭
・
年
末
年
始
の
道
路
使
用
許
可
の

各
団
体
へ
の
申
請
手
続
き
を
行
う

・
申
請
場
所
へ
の
看
板
設
置（
十
四
か
所
）を

祭
典
部
と
合
同
で
実
施
す
る

・
消
防
署
へ
の
煙
火
打
ち
上
げ
届
出
書
の
提

出
と
、「
煙
火
の
打
ち
上
げ
の
依
頼
」を
発

注
す
る

五
、福
だ
る
ま
頒
布

・
歌
舞
伎
舞
台
に
ダ
ル
マ
授
与
所
を
設
置（
十

二
月
初
旬
〜
一
月
三
十
一
日
ま
で
）し
、一

月
一
日
〜
十
五
日
ま
で「
福
だ
る
ま
市
」を

開
催（
十
二
月
中
と
、一
月
十
六
日
以
降
は

授
与
所
で
取
扱
う
）す
る

六
、カ
レ
ン
ダ
ー
・
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

・
テ
ー
マ
を
決
め
て
写
真
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、

カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
す
る

七
、決
算
に
つ
い
て

・
だ
る
ま
の
棚
卸
を
期
末
に
実
施
し
、帳
簿
と

確
認
し
て「
決
算
書
」を
整
理
す
る

八
、広
報
活
動
に
つ
い
て

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）の
写
真
更
改
、神
社

情
報
の
発
信
等
タ
イ
ム
リ
ー
に
ア
ッ
プ
す
る

方
策
を
検
討
す
る

援
の
実
施

四
、年
末
年
始
の
準
備

・
薪
作
り
準
備
の
た
め
山
宮
、東
山
よ
り
調

達
を
実
施
す
る（
四
〜
五
月
ご
ろ
）

・
ス
ト
ー
ブ
、灯
油
、照
明
設
備
、駐
車
場（
一

部
外
注
）の
調
達
と
設
置
の
打
ち
合
わ
せ

・
各
駐
車
場
の
白
線
引
き
、雪
つ
き
用
具
準

備
・
本
殿
周
り
の
参
拝
者
対
応
板
等
の
準

備
等

・
道
路
標
識
の
準
備
点
検
設
置
等

五
、資
源
物
の
管
理

・
資
源
物
管
理
は
毎
月
第
三
金
曜
日
に
当

番
表
に
よ
り
運
搬
の
実
施

六
、車
輛
の
管
理

・
車
検
、点
検
、（
指
定
販
売
店
）、タ
イ
ヤ
交

換-

夏
、冬
入
れ
替
え

七
、倉
庫
、西
ハ
ウ
ス
管
理

・
各
道
具
、工
具
、御
柱
の
道
具
、神
輿
、の
整

備
点
検
の
実
施

・
倉
庫
内
の
清
掃
･
整
理
整
頓
の
実
施

・
各
種
設
備
の
改
修
改
良
計
画
の
検
討
と
一

部
実
施

八
、事
業
計
画
検
討

・
宮
池
西
側
洪
水
吐
出
口
の
現
在
よ
り
低
位

置
設
置
変
更
に
よ
る
排
水
の
効
率
化

・
石
橋
北
側
の
段
差

・
参
道
大
鳥
居
の
老
朽
劣
化
状
況
の
検
査
に

よ
る
修
理
再
建
築
の
必
要
性
検
討

・
本
殿
南
面
崩
壊
進
行
中
の
石
垣

・
本
殿
裏
側
の
基
礎
部
沈
下
箇
所

・
歌
舞
伎
殿
の「
回
り
舞
台
」･「
せ
り
上
が

り
」部
分
の
見
学
者
へ
の
視
覚
向
上
に
向
け

た
入
口
部
改
良

・
授
与
所
及
び
社
務
所
の
コ
ロ
ナ
対
策
ア
ク
リ

ル
板
除
去
と
業
務
効
率
化
可
能
な
窓
口
の

設
計

・
山
宮
の
東
山
歩
道
と
山
宮
社
案
内
看
板
の

改
修（
塩
田
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
の
タ
イ

ア
ッ
プ
）

・
宮
池
の
環
境
整
備
と
し
て
の「
あ
や
め
浮
き

花
壇
」の
環
境
整
備（
下
之
郷
水
土
里
ま

も
り
隊
と
共
同
に
よ
る
）

祭典部

祭典部長
横山 正直
（十班）

管理部

管理部長
横関 正幸
（九班）

広報部

広報部長
高梨 勝緒
（十班）

総務部

総務部長
島田 信夫
（十班）

経理部

経理部長
堀内 光信
（九班）
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　御
遷
神
事
（
諏
訪
様
還
座
祭
）
お
う
つ
り

　
し
ん
じ
（
す
わ
さ
ま
か
ん
ざ
さ
い
）

　
　 

（
四
月
十
八
日
　
夕
闇
　
午
後
五
時
）

　
摂
社
諏
訪
神
社
（
下
宮
）
例
祭
　せ
っ
し
ゃ

　
す
わ
じ
ん
じ
ゃ 

（
し
も
の
み
や
） 
れ
い
さ
い

　
　
　
　
　 

（
四
月
十
九
日
　
午
前
十
時
）

　
春
季
祭
（
御
本
社
上
宮
）
し
ゅ
ん
き
さ
い

 

（
ご
ほ
ん
し
ゃ
か
み
の
み
や
） 

　

　
　  

（
四
月
十
九
日
　右
例
祭
に
引
き
続
き
）

　山
宮
社
例
祭
　
や
ま
み
や
し
ゃ
れ
い
さ
い

　
　
　
　
　
　 

（
五
月
十
日
　
午
前
九
時
）

　　
御
歳
代
田
作
り
　み
と
し
ろ
た
づ
く
り
　

　
　
　
　 

（
六
月
二
十
五
日
　
午
後
四
時
）

　
御
歳
代
種
蒔
神
事
並
祇
園
天
王
降
祭

　
み
と
し
ろ
た
ね
ま
き
し
ん
じ
な
ら
び
に
ぎ

　
お
ん
て
ん
の
う
お
ろ
し
の
み
ま
つ
り
　

　
　
　
　
　 

（
六
月
三
十
日
　
午
後
四
時
）

　
六
月
の
大
祓
式
（
夏
越
の
祓
）
ろ
く
が

　
つ
の
お
お
は
ら
え
し
き（
な
ご
し
の
は
ら
え
）

　
　
　
　 

（
六
月
三
十
日
　
午
後
五
時
）

　　
祇
園
祭  

ぎ
お
ん
さ
い
（
七
月
最
終
日
曜
日
）

　
子
供
神
輿
・
大
人
神
輿
・
浦
安
の
舞

　
下
之
郷
三
頭
獅
子
舞
奉
納
奉
告
祭
し
も
の

　
ご
う
み
か
し
ら
し
し
ま
い
ほ
う
の
う
ほ
う

　
こ
く
さ
い
（
七
月
最
終
日
曜
日
午
後
二
時
）

　
獅
子
舞
奉
納

　
御
歳
代
植
苗
祭
（
御
田
植
神
事
）
並
祇
園

　祭 

み
と
し
ろ
し
ょ
く
び
ょ
う
さ
い
（
お
た

　
う
え
し
ん
じ
）
な
ら
び
に
ぎ
お
ん
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
（
翌
日
午
後
四
時
半
）

　　
田
面
神
事
　
た
の
も
し
ん
じ

　
　
　
　
　
　 

（
九
月
一
日
　
午
後
四
時
）

　
八
幡
社
例
祭
　
は
ち
ま
ん
し
ゃ
れ
い
さ
い

　
　
　
　
　 

（
九
月
十
五
日
　
午
前
十
時
）

　
例
祭（
秋
季
祭
） （
御
本
社
上
宮
）

  

れ
い
さ
い

　（
し
ゅ
う
き
さ
い
）   

 

　
　
　
　
　  
（
九
月
十
九
日
　
午
前
十
時
）

　神
賑
祭（
歌
舞
伎
舞
台
）      　
し
ん
し
ん
さ
い

　
　
　
　
　  

　
　
　
　
（
午
後
一
時
半
）

　
　

　
　 　御

歳
代
稲
刈
り
（
抜
穂
）
み
と
し
ろ
い
ね

　
か
り
（
ぬ
い
ぼ
）

　 

（
十
月
中
か
十
一
月
上
旬
　
午
後
三
時
）

　
神
（
御
）
井
神
事
　
み
い
し
ん
じ

　
　
　
　
　 

（
十
一
月
一
日
　
午
後
四
時
）

　
上
神
（
御
）
井
祭
・
下
神
（
御
）
井
祭
　

　
か
み
み
い
さ
い
・
し
も
み
い
さ
い

　
御
遷
神
事（
諏
訪
様
遷
座
祭
）お
う
つ
り
　

　
し
ん
じ
（
す
わ
さ
ま
せ
ん
ざ
さ
い
）

　
　 

（
十
一
月
三
日
　
夕
闇
　
午
後
五
時
）

　
御
籠
祭
　お
こ
も
り
さ
い

　 

（
十
一
月
三
日
か
ら
四
月
ま
で
　
夕
刻
）

　
子
安
社
例
祭
　
こ
や
す
し
ゃ
れ
い
さ
い
　

　
　
　
　
　 

（
十
一
月
四
日
　
午
前
九
時
）

　
新
穀
感
謝
祭
（
新
嘗
祭
）
し
ん
こ
く
か
ん

　
し
ゃ
さ
い
（
に
い
な
め
さ
い
）

（
十
一
月
二
十
三
日
　午
前
十
時
）勤
労
感
謝
の
日

　
　十
三
社
例
祭
　じゅ
う
さ
ん
し
ゃ
れ
い
さ
い

　
　
　 

（
十
二
月
二
十
五
日
　
午
前
十
時
）

　
古
神
札
（
神
符
守
札
）
焼
納
式
　
こ
し
ん

　
さ
つ
（
し
ん
ぷ
し
ゅ
さ
つ
）
し
ょ
う
の
う

　
し
き

　
　
　
　
　
　
　  

（
十
二
月
中
）

　
十
二
月
の
大
祓
式
（
師
走
の
祓
）
　
じ
ゅ

　
う
に
が
つ
の
お
お
は
ら
え
し
き
（
し
わ
す

　
の
は
ら
え 

）

　
　 

（
十
二
月
三
十
一
日
　
午
後
三
時
頃
）

　
越
年
除
夜
祭
　
え
つ
ね
ん
じ
ょ
や
さ
い
　

　
　
　 

（
十
二
月
三
十
一
日
　
引
き
続
き
）

神
社
年
間
恒
例
祭
予
定

（
令
和
五
年
）

十
二
月

六
月

七
月

九
月

十
月

十
一
月

四
月

五
月

七月：祇園祭子供神輿

九月：神賑祭

十一月：子安社例祭
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ど
ん
な
人
に
も
、人
生
で
記
念

と
す
る
大
事
な
日
が
あ
る
よ
う

に
、国
家
・
社
会
に
も
永
く
記
念

す
べ
き
日
が
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
二
十
三
年
に
定
め
ら
れ

た「
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法

律
」（
平
成
二
十
九
年
改
正
）に
も

「
美
し
い
風
習
を
育
て
つ
つ
、よ

り
よ
き
社
会
、よ
り
豊
か
な
生
活

を
築
き
あ
げ
る
た
め
に
、こ
こ
に

国
民
こ
ぞ
っ
て
祝
い
、感
謝
し
、

又
は
記
念
す
る
日
を
定
め
、こ
れ

を『
国
民
の
祝
日
』と
名
づ
け
る
」

と
あ
り
ま
す
。し
か
し
現
在
、月

曜
日
を
休
日
に
し
て
三
連
休
と

し
、余
暇
の
経
済
効
果
を
優
先
す

る
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
法（
平
成

十
年
・
十
三
年
一
部
法
改
正
）の

影
響
も
あ
り
、祝
日
の
本
来
の
意

義
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。 国

旗
（
日
の
丸
）・
祝
日
に
つ
い
て

祝
祭
日
に
は
国
旗
を
掲
げ
て
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う

　
日
本
の
国
旗（
日
の
丸
）は
白
地
の
中
心
に
赤
い
丸
が
付
さ
れ
た
明
快
な
デ
ザ
イ
ン
で
す
。素
直
な
心（
白
）と「
日
出
る
国
」の
象
徴
で

あ
る
太
陽（
赤
）を
表
現
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。昨
年
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
三
月
開
催
の
野
球
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
も
、各
国
の

国
旗
掲
揚
や
国
歌
斉
唱
の
際
に
は
、選
手
・
ス
タ
ッ
フ
や
聡
明
な
観
客
は
起
立
の
上
脱
帽
し
、姿
勢
を
正
し
敬
意
を
払
っ
て
い
ま
し
た
。

令
和
五
年
三
月
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
氏
子
総
会
で
の
資
料
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
す
。

い
づ

池
内
宣
裕

宮
司
代
務
者

一
月
一
日

一
月
第
二
月
曜
日

二
月
十
一
日

二
月
二
十
三
日

三
月
二
十
一
日

四
月
二
十
九
日

五
月
三
日

　

五
月
四
日

五
月
五
日

七
月
第
三
月
曜
日

八
月
十
一
日

九
月
第
三
月
曜
日

九
月
二
十
三
日

十
月
第
二
月
曜
日

十
一
月
三
日

十
一
月
二
十
三
日

元
日

成
人
の
日

建
国
記
念
の
日

天
皇
誕
生
日

春
分
の
日

昭
和
の
日

憲
法
記
念
日

み
ど
り
の
日

こ
ど
も
の
日

海
の
日

山
の
日

敬
老
の
日

秋
分
の
日

ス
ポ
ー
ツ
の
日

文
化
の
日

勤
労
感
謝
の
日

※
歳
（
年
）
神
様
を
迎
え
、
も
て
な
す
祝
の
日

※
１
／
15
元
服
・
成
女
式

※
初
代
神
武
天
皇
即
位
の
日

※
宮
中 

春
季
皇
霊
祭
。
御
先
祖
を
祭
り
、
五
穀
豊
穣
を
祈
る
日

※
昭
和
天
皇
誕
生
日
。
激
動
の
日
々
を
経
て
、
復
興
を
遂
げ
た
昭
和
を
顧
み
、
国
の
将
来
を
思
う
日

※
7
／
２０
　
明
治
天
皇
が
東
北
・
北
海
道
巡
幸
の
際
、
横
浜
港
に
御
安
着
さ
れ
た
日

※
森
林
の
恵
み
に
感
謝
し
、
田
畑
か
ら
海
ま
で
潤
す
山
の
恵
み
に
思
い
を
い
た
す
日

※
９
／
１５
　
聖
徳
太
子
が
福
祉
救
済
施
設
を
設
立
さ
れ
た
日
　

※
宮
中 

秋
季
皇
霊
祭
。
御
先
祖
を
祭
り
、
実
り
あ
る
収
穫
に
感
謝
を
す
る
日

※
１０
／
１０  

昭
和
三
十
九
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式
の
日

※
明
治
天
皇
誕
生
日

※
新
嘗
祭
　
天
皇
陛
下
が
新
米
な
ど
を
神
様
に
供
え
感
謝
を
し
、
自
ら
も
食
さ
れ
る
大
祭
儀
式

３，５００円
国旗セット(マグネット)国旗セット(マグネット)

授与所にて好評頒布中
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十
一
月
〜
二
月
ま
で
の
行
事
と
風
景

御遷神事御遷神事

神社秋の境内神社秋の境内

子安社七五三参り

子安社例祭

蟇目鳴弦の鬼門祓節分追儺祭節分追儺祭

七五三参り七五三参り
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参
拝
し
た
後
は
、当
店
で
ご
ゆ
っ
く

り
お
食
事
＆
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
で
休
息
し
、

ご
出
発
下
さ
い
。

　
ス
タ
ッ
フ
一
同
、皆
さ
ま
の
ご
来
店
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

写
真
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

夢
う
さ
ぎ  

写
真
室  

℡
〇
一
二
〇
ー
八
六
二
ー
七
五
三

写
真
室
で
は
成
人
式
の
お
写
真
・
振
袖

レ
ン
タ
ル
を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

お
早
め
の
ご
予
約
を
お
勧
めい
た
し
ま
す
。

ま
た
、卒
業
式
の
着
物
・
袴
の
レ
ン
タ
ル

も
ご
ざ
い
ま
す
。

節
目
の
記
念
は
ぜ
ひ
、お
写
真
を
残
し

ま
し
ょ
う
。

生
島
の
杜 

そ
ば
処期間中

お食事のお客様にコーヒーサービス

そば処 生島の杜

℡38-8867

退
任
の
ご
挨
拶

　
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
三
月
五
日
の
総
代
会
を
以
て
任
期
満

了
に
よ
り
氏
子
総
代
長
を
退
任
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
在
任
中
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
各
諸
行
事
な
ど
中
止
又
は

規
模
縮
小
の
中
で
斎
行
さ
れ
、
そ
し
て
式
年
御

柱
大
祭
も
同
様
に
様
々
な
制
約
の
中
、
無
事
、

伝
統
を
引
き
継
ぐ
事
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
関
係
各
位
の
温
か
い
ご
理
解
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
事
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
衷

心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
も
五
月
よ
り
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
同
類
と
な
り
、
各
諸
行
事
も
コ
ロ
ナ
前

と
同
様
に
斎
行
さ
れ
る
事
と
思
わ
れ
ま
す
。
総

代
・
職
員
が
力
を
合
わ
せ
、氏
子
崇
敬
者
の
方
々

の
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
生
島
足
島
神

社
の
さ
ら
な
る
発
展
を
願
い
退
任
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

早
稲（
わ
せ
） 

七
分

中
稲（
な
か
て
） 
六
分

晩
稲（
お
く
て
） 
九
分

夕
顔（
ゆ
う
が
お
） 六
分

桑
　（
く
わ
） 

八
分

大
豆（
だ
い
ず
） 
七
分

小
豆（
あ
ず
き
） 
七
分

春
蚕（
は
る
ご
） 
六
分

夏
蚕（
な
つ
ご
） 
七
分

秋
蚕（
あ
き
ご
） 
七
分

馬
鈴
薯（
ば
れ
い
し
ょ
） 
七
分

果
物（
く
だ
も
の
）
 
六
分

花
卉（
か
き
） 

七
分

蕎
麦（
そ
ば
） 

八
分

大
麦（
お
お
む
ぎ
）
 
八
分

生島足島神社
令和五年 御筒粥卜事

小
麦（
こ
む
ぎ
） 

九
分

粟
　（
あ
わ
） 

八
分

黍
　（
き
び
） 

九
分

秋
菜（
あ
き
な
） 

七
分

大
根（
だ
い
こ
ん
）
 
八
分

松
澤
繁
樹

前
氏
子
総
代
長
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